


































































































































































































































































































































































年 生 2 年 生 3 年 生
学校生活① 学校生活③ 学校生活⑥
理解 「スクールカラーは何色？」 「放課後何してる？」 オーストラリアの修学旅行って？
文化（創作）① 進路 学校生活⑦
「民話を紙芝居にしよう。」 「地域社会で生きる」 「TV会議システムを使ってスクール
色かわる、 食卓からつながる世界の料理事情 学校生活④ ルールについて考える」「放課後何してる？」 旅行ガイド①
「エスコートプロジェクト in
力 Hiroshima」～プランをつくろう～
l日司 文化（創作）① 進路 文化（芸能）









「スクー ルカラー は何色？」 「放課後何してる？」 「エスコートプロジェクト in
文化（創作）② Greeting cardを送って交流を Hiroshima」～ガイドをしよう～
「民話を紙芝居にして交換しよう」 ；架めよう




コ 学校生活② オーストラリアからの手紙・写 旅行ガイド②、‘ 「スクー ルカラー は何色？」 真撮影 「エスコートプロジェクト in
ニL 文化（創作②） 学校紹介⑤ Hiroshima」～ガイドをしよう～
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































③ 自分の思いを表 －自分一人で，全身を使っ －自分なりに工夫して表す －より自分らしく工夫して





































































































































































































lb おもしろいことを，いくつ みつけましたか？ 記 述
2a またやってみたいですか？ 4段階
2b つぎのかつどうでは，どんなふうにやってみたいですか？ 記 述
3a いろいろなものをみたりきいたりさわったりしたかったですか？ 4段階
3b どんなものにみたりきいたりさわったりしたいですか？ 記 述
4a かつどうしていて おもしろいことを みつけましたか？ 4段階
4b それは，どんなことでしたか？ 記 述
5a なにをしょうか じぶんで おもいつきましたか？ 4段階
5b どんなことを，おもいつきましたか？ 記 述
6a ともだちとちがうことを おもいつきましたか？ 4段階
6b どんなところが ちカまっていましたか？ 記 述
7a ともだちに みせるのは たのしかったですか？ 4段階
7b ともだちの はっぴょうを みるのは たのしかったですか？ 4段階
8a ともだちの おもしろいところを みつけましたか？ 4段階
8b いくつ みつけましたか？ 記 述
9a ともだちと ちからをあわせることは たのしかったですか？ 4段階
















































































































































































































































































































( 1 ）「カリキュラム試案j について
① カリキュラム表を作るための基礎作業として，次の5つの関連系統表の作成に取り組んだ。
一覧表A ・・ 「目標」の関連系統表 (84 1枚） 小4～中3




「主要なテーマ領域」の関連系統表 (84 I枚） 小4～中3
一覧表D ・・ 「言語活動」の関連系統表 (84 1枚） 小4～中3
一覧表E ・・ 「文種別」の関連系統表 (84 1枚） 小4～中3




















































































4、3 4、4 小 5
第 3段階！第 4 ・5段階
小 6 I中 I 中 2
第 6段階
中3























































0~ I 0i I ① 0.1 × 4 ＋ 0.2 × 3 ② 0.1 × 3 ＋ 0.2 × 4 
o~ j o~ j ①② 0.1 × 7 ＋ 0.2 × 5 0.1 × 5 ＋ 0.2 × 7 









































































































































































































































6 する。 とする。 喜びをもとうとする。
－伝統的な日本美術作品を鑑賞 ・イラストや工芸品など絵画的なも －自分で、使ったり、飾ったりす8 





9 したり表現したりし、感じた ・イラストや工芸品など絵画的なも －身近な環境や社会全体の環境4 ことや考えた事を交流しあう。 のだけではない作品を多く鑑賞し を美しくする要素や工夫に気
中 15 －身近な「和の美」や伝統的日 たり表現したりし、感じたことや 付き味わおうとする。

































































































































































































































































































































































































I lづき， ： ： 
｜ ： ： ：自他や集団にとってよ
適切に｜ l状況や自分や相手の思；自分がやるべきことを：I I ’ ：りよい状況をつくるた






















































































楽，しみ 大体系しみ あま月楽しみでない I楽しみでない
2.今年から運動会のスローガンをつくりました。スローガンはあった方
がよいと患いますか？
そうs思う 大体芳う思う あまV思わない 早わない
それはどろしてですか？
3.『若いカ』または『槽」はやりがいがありますか？
そう，思う 大体芦う思う あまV思わない 手わない
それはどうしてですか？
4. rお兄さんお姉さんといっしょJをどう思っていますか？
楽Iしみ 大体詳しみ あまY楽しみでない 楽しみでない
ぞれはどうしてですか？
5 去年のような入調行進の仕方をどう思っていますか？
よい 大体 1よい あまり1よくない よくない
それはどうしてですか？
[ 1運動会に対する思い】










よかった 大体よかった あまりよくない よくない
2 今年から運動会のスローガンをつくりました。スローガン「3つの力
合わせて憶力附属三原学薗 Jはあった方がよかったですか？
そう思う 大体そう思う あまり思わない 思わない
それはどうしてですか？
3 「若いカ Jまたは「繕 Jはやりがいがありましたかっ
そう思う 大体そう思う あまり思わない 思わない
それはどうしてですかっ
4.「お兄さんお姉さんといっしょJをやってよかったですかっ
そう思う 大体そう思う あまり思わない 思わない
それはどうしてですか？
5.今年のような入場行進の仕方をどう思いましたか？
















40% 60% 80% 100% 0% 20九 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40弛 60首 80% 100% 
巨訂 臣司
事後 事後













































































( l ) 21世紀型学力の評価にむけて
① 21世紀型学力の調査の実際…（各教科の成果と調査評価方法）
国際的コミュニケーション能力の育成を中心とした 21世紀型学校カリキュラムの研究開発として，
現在各プロジェクト・教科がその学習内容と教育課程，及びその評価方法を作成している。 21世紀型
学力というものどのような内容で育成し，それをどう評価するのかということは本研究の肝要となる部
分であるといえよう。
本提案では，それぞれのプロジェクト及び教科で開発された内容に対しどのような評価が考えられて
いるのかということを提案するとともに，その有用性と課題について検討したものを報告したい。
② 21世紀型学力の調査の実際…（学ぶ意識と思考力に対する調査・評価）
21世紀型学力に必要な基礎学力として「自らの学習をっくり，コントロールする力」「自分で深くあ
るいは発展的に考えようとする力」と考え，昨年度よりこれらの力を把握するために，①学びの目的，
②学びの方法やスタイル，③学びに対する態度（意欲や必要感），④自己効力感について調査を行って
きた。そこで，調査・評価部会では，これら 21世紀型学力に必要と考えた基礎学力が実際に評価され
ている教科学力（NRT）とどのような関係にあるのかを分析し，その結果を報告する。またそれとともに，
それらを通じて 21世紀学力の評価方法についても提案していきたい。
21世紀型学力に必要と考えた基礎学力を育成していくことの意義とその評価方法について，参加者
の皆様と議論を進めていきたいと考えている。
③研究評価方法のサポートに対するー提案…（広島大学：神山貴弥先生）
教育という取り組みは息の長いもので、そうした取り組みの効果がすぐに現れるとは限らない。また、
何らかの効果が現れたとしても、学校現場では日々いろいろな取り組みが行われているし、子ども自身
の発達が著しい時期でもあるので、こちらが意図した取り組みが本当にその効果を生んだのかどうかを
判断するのは非常に難しい。
-72 -
こうしたことを踏まえつつ、ここでは、学校現場で、行った取り組みを、量的データに基づいて検証す
る方法ついて提案する。事前・事後の平均値を比較するだけでは問題点を含んでいることや、個人デー
タを対応づけて分析することの重要性、対照群が設けられない中でいかにその取り組みが有効であるの
かを示す方法等について提案する。
(2）研究評価システム
① 教科担任制から見えてきたもの…（教科担任制の成果と課題 NRT調査などから）
小学校4年生からの教科担任制の導入は，子どもたちの教科学力を向上させることと l人の子どもに
学級担任だけでなく複数の教師が生活面や学習面で支援することをねらいとしている。
調査評価部会では，導入後 l年が経過している教科担任制について，現場の教師や子どもたちの声を
集約し，ハードとソフトの両面の成果と課題を明らかにし，会員に提案してしぺ。また，教科担任制に
よると考えられる子どもたちの教科学力の変容を，実施前（2003年）と実施後（2004年）の4月に
実施した中学校I年生の NRTのデータを用いて，比較・分析し，その結果を会員に提案していく。
② カリキュラムの外部・内部評価の実際…（カリキュラム作成に働きかける評価のあり方について）
本学園で行う教育活動は、それぞれの教科・部会で作
成したカリキュラムに基づいて行われます。 21世紀型学
力の定着を意識し、児童・生徒にその力を付けるための h
ものになるよう各教科・部会の担当者はカリキュラムを
作成しました。
そのカリキュラムが目的を達成するために妥当で信頼
されるものになるよう 校内研修などを通しての内部評
価、並びに学内学外の先生方による外部評価を受けて、
検討・修正を重ねています。本校の内部・外部評価から
見えてきたことを中心に、今後の方向性について考察・
提案をしていきます。
③ 小中連携の意識調査から…（小中教員の意識差を超える一貫教育を探る）
一貫教育研究を行う際，校種を越えた教員間の連携のスムーズさが研究の成果を左右する場合が多い。
特に小学校－中学校間の教員の意識の差は，教科担任制と学級担任制，子どもの発達段階の違いなどか
ら大きな隔たりが生まれやすく，スムーズな連携が難しいケースが少なくない。そこでスムーズな連携
を難しくしている原因を，本校教官，及び全国で実施されている小中連携の研究校の教員を対象とした
意識調査を行い分析することで，小中一貫教育を行う際の留意点やお互いの共通理解を図るための方策
などについて考察・提案していきたい。
? ???
